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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は，東京大学原子核研究所の電子シンクロトロンより放射されるシンクロトロン放射光を
光源として、H．S分子の吸収スペクルを測定し，それを解析した結果の報告である。
　使用した分光器は，O．5m瀬谷一波岡型で、出ロスリットの代りにフィルムカセットを取りつけ写
真測光法によって吸収スペクトルが得られた。分光器内にはHe気体をO．3～3Tor。程度まで満たし。
これによって504A以下の光を遮断して高次光の重なりを除去すると共に，化学的に活性なH．Sが
吸収セルから分光器内に流入するのを防いだ。この方法で，2050～750Aの波長範囲に数多くの吸
収バンド構造が観測された。
　H．Sの基底状態の電子配置は
　（K、）2（L、）8（4aユ）2（2b。）2（5a。）2（2b。）2，X1Aユであり，本論文は，外殻の3個の軌道にあ
る電子が励起されることによる吸収スペクトルに関するものである。
　　　　　　o2050－1ユ50Aの領域では2b。軌道からの励起によるs－1ike（1）。p－！ike（3）、d－l　ike（5）の9つの
リードバーグ系列が観測され，それについて解析を行なった。a－1ike系列は、その量子欠損の値か
らnab。，naa。，naa。皇nab。，n払の系列であると同定された。n＝23のメンバーまで測定でき。
2b。電子の正確なイオン化ポテンシャル，および｛振動が1つ励起された（1，O里O）の系列極
限の値を得ることができた。p－1ikeリードバーグ系列はnpb。，npb至およびnpaユの3系列であり，
この申，叩a。系列では量子欠損δは主量子数nに依存し，δ＝ユ。290＋1，373／nであらわされること
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を明らかにした。2050－1600A領域にはラ非常に弱い連続吸収帯を観測し，それが広範囲に亘って
いること、その申に振動バンドが確認されたこと、および量子欠損の値から。この吸収帯は結合性
の6a。／4sa。軌道に対応するものと結論した。またこれに続く系列を同定することができた。この
ようにして得られた種々の状態に対する励起エネルギーの実測値は，工VO近似法による理論計算値
と良い一致を示すことが確認された。
1190－900A領域には、V、モードの振動バンドが多数観測された。その申で1190－1ユ20A領域の
バンドは4つの振動列に分類されヨ光電子スペクトルの結果を参考にして、5a・軌道電子が、雀p
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○および3ab。軌道へ遷移して生ずるものと結論した。ユユ50一ユOOOA領域では5a。から3aaユ、3db、
および3da’エヘの遷移と考えられる3つの振動列を同定した。また1050－900A領域には、Fano－
Beut1er型の構造をもつ多数のバンドを観測し。その量子欠損の値から5aヱからnaa’エヘのリード
バーグ系列のメンバーであると同定した。
　920－750A領域には窓型のFano－Be州er構造を示すバンドを観測し、多くの振動バンドに対し
て。レユおよびソ。モードの振動の重ね合せによって振動構造を解釈した。またこれらの吸収バンド
の量子欠損の値。および理論計算値との対比から。これらの吸収バンドは2b。軌道電子の、nda。軌
道への遷移によるものと結論した。また，光イオン化質量分析実験で得られた結果との対比から、
（2b。）1（4da王）1B。状態は非結合性であり。直ちに解離してS＋イオンを生ずることを明らかに
した。
　以上によりH．S分子の真空紫外領域にあらわれる吸収構造のすべてを同定し、理論的計算値とも
良い一致を示す解析がなされた。
審　　査　　の　　要　　旨
　H．S分子はC。。の対称性をもつ分子で、その電子配置も最外殻に近いところでは、水分子と殆ん
ど同じ性質の軌道になっている。すなわち。最外殻の2b王軌道は非結合型。その内側の5aユ軌道は
結合角（∠H　S　H）を支配し里さらにもう一つ内側の2b。軌道は結合距離（S　H）を支配している。
また分子振動は全対称伸縮振動（ソ。），全対称変角振動（レ。）。逆対称伸縮振動（ソ。）の3種類である。
　本論文は概要にも述べられているように、シンクロトロン放射光を光源として用い、H．S分子の
吸収スペクトルを，真空紫外領域（2，OOOA以下の波長領域）で写真法により撮影し、それの解析
を行なった結果の報告である。特にユ，OOOA以下の波長領域では里光を透遇する材質がないので里
吸収セルに窓を貼ることができないこと，H．Sが化学的に活性で，分光器その他を侵すこと，など
の困難を、差圧排気法と、分光器内にHeガスを満たすことで解決し、吸収スペクトルを撮影するこ
とに成功している。
　また著者は以前に，H．O分子の吸収スペクトルを同様の方法で撮影し、解析を行なった経験と，
H．O分子とH．S分子の吸収スペクトルの類似性、およびH．S分子の光電子スペクトルから得られた
一24一
情報を，うまく駆使してH．S分子の吸収スペクトル申に現われている数多くの吸収バンドを手際よ
く整理し皇系統立てを行なうことに成功している。
　2050一ユユ50Aの波長領域では，従来から窓つきの吸収セルを用いてなされた研究もあるが呈本論
文では更に充分な解析を行ない、いくつもの新しい系列を見出し里また振動励起準位の解析も初め
て行なっている。
　1ユ50A以下の領域の観測は，本論文による報告が初めてであり、この領域でも、著者は，あらゆ
る観点から解析を行ない，数多くのリードバーグ系列、およびそれに附随する多くの振動励起準位
の同定を行なっている。
　著者のこの研究によって，H．Sの真空紫外域における励起状態は初めてその全貌が明らかになっ
たということが出釆，分子分光学の分野において一つの新しい進歩をもたらしたものである。
　よって、著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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